












(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
➀支援地域に食料をストックできるハブ拠点の数が充足し、
食品管理ができる質が担保されている。

(定量)支援地域におけるハブの数とハブ拠
点を通じて食材を受け取るこども食堂等居
場所の数
(定性)ハブ拠点の衛生管理状態

支援地域におけるフードバンク・フードパ
ントリーの活動状況について事前調査を実
施予定。

支援地域に必要十分な数のハブ拠点が整備
され、受け取った物がきちんと必要なとこ
ろへ届けられる機能を有している。すべて
のハブ拠点が品質保持管理の基準を満たし
ている。

2024年3月

②「廃棄にしない」食品・物品の利活用が進み、メーカー事
業者の廃棄量削減に貢献する。

(定量)➀支援地域においてロジシステムを
使って循環された取り扱い食品の量と品数
②食品以外でマッチングが生まれた物品の
バリエーション

初期値設定のため、こども食堂等居場所へ
これまで受けている食品・物品寄付の状況
について事前調査を実施予定。

支援地域において、これまで廃棄されてし
まっていた食料品を無駄にせず消費できる
ようになる。また食品以外の寄付マッチン
グが進み、廃棄量削減に貢献できる品種が
増える。

2024年3月

③支援地域において、食品提供や冷蔵冷凍設備・遊休スペー
スの提供等、企業による社会貢献活動が促進する。

(定量・定性)➀ロジシステム構築に参画す
る企業の数、関わり方
②自治体・異業種機関の協力関係の変化

実行団体決定後、支援地域における地元企
業・自治体→こども食堂等居場所への支援
状況を調査する。

➀ロジシステム構築に参画する企業の数が
初期値より増え、物の提供だけでなく社員
ボランティアの参加など関わり方が深化す
る。
②冷蔵冷凍設備の整備や維持費等に対し、
助成財団からの助成や自治体から一部補助
が受けられるといった協力事例が生まれ
る。

2024年3月

④支援地域において、こども食堂等居場所の運営が安定し、
生鮮食品・タンパク質源を含む多様な食材を用いて食を通し
た居場所を提供できるようになる。

①(定量)こども食堂等居場所団体が負担す
る食材費が軽減する。
②(定性)こども食堂の開催頻度や運営形態
が多様化する。

①運営に係る食材費の平均コストを算出予
定。
②ゼロとして設定

➀こども食堂等居場所団体が負担する食材
費が軽減し、担い手の負担が減ったり、運
営が持続可能になる。
②食材が豊富になることで、こども食堂の
開催頻度が増えたり、フードパントリー等
新しい食支援活動が生まれる。

2024年3月

⑤支援地域において、子どもが食に関わる人々や自然環境に
ついて学び、食べる事の楽しさ・健康的な食生活の大事さを
実感できるようになる。

(定性)「食」の生産・流通への理解や食物
を大切にする心を持つために、こども食堂
等居場所が取り組んだ食育の実施状況

実行団体確定後、支援地域のこども食堂等
居場所でどのような食育的取り組みを行っ
ているか事前ヒアリングを予定。

こども食堂等居場所を通じて「食」の生
産・流通への理解や食物の大切さを実感で
きる子どもが増えている。

2024年3月

⑥ロジシステムの構築によって、食材だけではない新しい物
資の支援マッチング事例が生まれたり、新しい生活支援サー
ビスが生まれコミュニティの活性化に貢献することができる
ようになる。

(定性)支援地域において本事業の取組を
きっかけに生まれた新しいサービスや活動
団体の内容の質

ゼロとして設定 食材だけではない新しい物資の支援マッチ
ング、新しい生活支援サービスが生まれる
事例が得られる。

2024年3月
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